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第147回埋蔵文化財セミナー
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日　程
13時30分　開会あいさつ　
　　　　　　公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター事務局長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阿部篤士

　　　　　趣旨説明　　　　　　　　　　　　　　　　　筒井崇史
　　　　　　
13時40分　講演　「後期旧石器時代前半の日本列島」
　　　　　　　　　公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中川 和哉

14時30分　休憩

14時40分　報告１「海を臨む遺跡　京丹後市上野遺跡の発掘調査」
　　　　　　　　　公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　面　将道

15時10分　報告２「台地の遺跡　福知山市稚児野遺跡の発掘調査」
　　　　　　　　　公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　黒坪 一樹

15時50分　休憩

16時　　　座談会　京都府の３万年前を考える
　　　　　　　　　　　　　　　　　中川和哉、黒坪一樹、面 将道

16時30分　閉会

主　催　京都府教育委員会
　　　　公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター
共　催　福知山市教育委員会

会　場　ハピネスふくちやま市民ホール
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後期旧石器時代前半の日本ྻ島

公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター

中和࠸
ʁ࣌ͬてͲΜͳ࣌石器چ．１

旧石器時代は人類がΞフϦカでॳめて道具を使い始めた��0万年前から始まります。旧

石器時代のऴわりは地域によってҟなっていますが、日本ྻ島では１万̒ઍ年前に土器を

使用するようになって縄文時代にҠߦします。࠷ॳの人類は180万年前ࠒにΞフϦカを出

発し、中近東地域をܦてϤーロッύやΞδΞにがりました。その時の人類は、ݪ人（ϗモ・

ΤϨクタε）とݺばれる人類で、大きな
㇌き

から作られたϋンυΞックεなどの石器を用い

ていました。ΞδΞではδャϫݪ人や北京ݪ人が代表ྫです。֤地にがって住んでいた

人たちは、住んでいた場所でそれぞれがਐ化し、ωΞンσルタル人やσχιϫ人などのݪ
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第１図　άϨートδャーχー（$.+.#BF�FU�BM�2017を改ม）
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古代ܕ新人（旧人）になりました。൴らはੵۃ的に狩りをして動物を֫ಘしていました。

こうした古代ܕ新人の多くは３万年以上前に地上からいなくなりました。それではզʑ

はいったいどうして今生きているのでしΐうかʁ一ੲ前は、それぞれの地域で古代ܕ新人

たちが、զʑݱ生人類（ϗモ・サϐΤンε）になったと考えられていました。しかし、近年

の遺ࢠ研究のਐาによって、աڈの人類࢙を෮元することがՄになりました。ݱ生人

類は�0〜20万年前にΞフϦカのったݪ人のࢠଙたちからਐ化しました。ݱ生人類は̒万

年以上前にΞフϦカを出て、ϤーロッύやΞδΞ、ΦーεトラϦΞにがり、やがてϕー

Ϧンά海ڦをӽえೆถにまでࢸります。この大なཱྀはάϨートδャーχーとݺばれてい

ます。日本のあるۃ東ΞδΞには、５〜４万年前にݱ生人類はݱれます。ݱ生人類（以後

後期旧石器人）がらし始めた時期から縄文時代が始まるまでを後期旧石器時代とݺんで

います。後期旧石器時代の遺跡は日本ྻ島で約３万̔ઍ年前に出ݱしますが、ީؾのม化

する３万年前をڥに、３万年以前を前半期、以後を後半期と位置けています。

ʁ࣌ͲΜͳظલ࣌石器چظޙ．２

後期旧石器時代前半期は約̓万年前に始まった氷Տ期がややԹஆになった時期にあたり

ます。Թஆといってもݱ在よりはྫྷפで、海水面が�0〜80̼ఔ度低かったことが分かって

います。３万年前以後にはܹٸにྫྷפ化がਐみます。どうしてこのようなことが分かるの

でしΐうかʁ海のఈにଯੵした地層をϘーϦンάして、そこに含まれる２छ類のࢎૉ（ࢎ

ૉ1�とࢎૉ18）のൺを調べ、そのม化によってީؾを෮元します。ৠ発しやすいࢎૉ1�

がӢになり、Ӎやઇとなって地上に߱り、やがてפいީؾ下でઇや氷として陸上に多く

されれば、海水のࢎૉ18のೱ度がೱくなるというݱをར用しています。これによって地

代かݱ出された地層にݕ。りฦされていることが分かりました܁期とԹஆ期がྫྷפではٿ

らॱに൪号をৼったものを海༸同位体εテーδ（.*4）とݺんでおり、ح数がԹஆ期、ۮ数

がྫྷפ期にあたります。後期旧石器時代前半は.*4３（̒〜３万年前）にあたります。

それでは京都府ではどんなͩީؾったのでしΐうかʁかつてͩބったೆ丹市のਆ吉ຍ地

やٶ市の大フέ࣪ݪのଯੵ物に含まれる花คの分ੳによって時のڥが෮元されてい

ます。内陸部のਆ吉ຍ地では、.*4４（̓〜̒万年前）にはπΨଐ、トώଐ、Ϛπଐなど

のϚπՊ༿樹ྛが発ୡしていましたが、.*4３になるとώϊキՊの樹木が多いԹଳ༿

樹ྛを形成していました。ଓく.*4２（３万〜１万̒ઍ年前）には࠶びϚπՊ༿樹ྛが発

ୡします。日本海側の大フέ࣪地でも同じようながみられますが、.*4３の時期には

ώϊキՊとはҟなるεΪが多くなります。京都府北部の後期旧石器前半の人ʑはεΪやブ

ナ、どんぐりの࣮るίナラ類のྛに囲まれて生活していたと考えられます。縄文時代には
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第２図　ա50ڈ万年ؒの氷期・ؒ氷期ม動（高�2011ݪ）

第３図　大フέ࣪地の地層にされたաڈのڥม化（高2015ݪ）
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どんぐりをあくൈきして食用としてい

ましたが、旧石器時代に食用としてい

たかは໌確なূڌがありません。

それでは、この時代にはどのような動

物が住んでいたのでしΐうかʁ.*4３の

時期には、ݱ在はઈ໓しているか、ҧ

う地域にҠ動してしまった動物も住ん

でいました。ݞまでの高さが３̼を

え、２̼以上のἝを࣋っていたナϚ

ンκやݞまでの高さが1.8̼のϠϕΦ

Φπϊδカ、όッフΝロー、ڇݪなどの大ܕの食्や、ݱ在は北海道にしか住んでいな

いώάϚが本भに住んでおり、肉食्のώϣやΦΦカミも生ଉしていました。大ܕの

食動物は後期旧石器人の狩猟ରとなっていたと考えられます。

３．ຊྻౡのਓ類のҠॅ

人ʑ（ݱ生人類）はどこから日本ྻ島にやってきたのでしΐうかʁ日本ྻ島には第̒図に

ࣔしたようにאଠから北海道にࢸる北海道ルート、ே鮮半島からभにࢸるର馬ルート、

台から島Ԋいにೆभにࢸるԭ縄ルートの３ルートが࠷も日本ྻ島のҠ住のՄੑが

あるܦ࿏と考えられています（第̒図）。.*4３の時期はݱ在よりはྫྷפで海水面も低下し

ていましたが、北海道ルート以֎は大陸とはܨがっていませんでした。しかしながら、地

ଓきͩった北海道では３万年より古い遺跡が発見されていないことから、３万年以前に

人ʑがやってきたルートとしてはՄੑが低いと考えられています。

第４図　旧石器時代に生ଉした動物たち
（旧石器考古ֶࣙయからҾ用）

　第５図　日市఼遺跡の旧石器時代の
　　　　　大्ܕの跡
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ԭ縄の山下ொ第１ಎ۸からは３万̒ઍ年前の人ࠎが出土しており、ԭ縄まで後期旧石器

人がདྷていたことが分かっています。石器にはものをすり௵
ㆤぶ

したりᏏ
㆟㆟

いたりするᏏき石や


㇌ っ き

器があるとされていますが、同時期のभの石器とはҟなったߏ成をもっていることか

ら、接の関࿈ੑはബいと考えられ、東ೆΞδΞなどのೆ方の影響をडけたと考える人も

います。

ॳのҠ動ルートのՄੑが高いですが、ே鮮半島で࠷るର馬ルートが後期旧石器人の

は４万２ઍ年前には後期旧石器時代の遺跡があり、ۃ東ΞδΞでは࠷古の後期旧石器時代

遺跡と位置けられます。研究のਐんでいるؖ国においても、日本と同༷に後期旧石器時

代前半期の石器文化の༷૬はまͩ確定していません。日本との類ࣅ点もありますがؖ国と

第̒図　日本ྻ島のҠ住ルートと後期旧石器時代前半期の石器
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日本は同じ文化༷૬ではありません。時の人ʑもڥや狩猟ରに合わせて使う道具も

มえていたと考えられます。ج本とするٕज़を࣋っていれば道具の形をมえదԠしていた

のでしΐう。

ԭ縄ルートやର馬ルートについては、海によって日本ྻ島が大陸からִてられているこ

とから、時の人ʑがધや
いㆉㆠ

など何らかの海खஈを࣋って海をっていたことを考える

ඞ要があります。ΦーεトラϦΞ大陸では̒万年前に海をってҠ住したことが分かって

います。また、関東地方の人ʑは石器に用いる黒曜石をಘるために遠くҏ౾ॾ島まで海を

っていたことも໌らかになっています。時の人ʑにとって海をることは日常ͩった

のかもしれません。

第̓図　シϕϦΞ・東ΞδΞの具出土遺跡（দ౻2010）
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石器ਓͨͪの生活چ．４

ᶃ� ҥʢいʣ

日本ྻ島の多くの地域では土
ㆩじ㇇う

がੑࢎであるため、২物や動物などの༗࣭ػで作られた

道具はい時ؒをܦてٺ
ㆎ

ち果て、΄とんど見つかりません。そのため時のいを෮元す

ることはできませんが、同時代の֎国の事ྫから推ଌすることができます。Ϥーロッύで

はやࠎ、ཛの֪でできたϏーζをなめしたൽなどでできたに๓いけて༷をඳいた

り、ࢠに多くのϏーζが๓いけられた状ଶで出土したりします。日本では、後期旧石

器時代後半期のԭ縄県サキタϦ遺跡から製のϏーζが出土しています。石製のものは北

海道や東北地域で出土しています。また、い色をけるమ߭などの色إ料が出土す

ることもあり、や体を色にછめていたものと考えられます。

ᶄ� ৯

後期旧石器時代人は、食料をಘるために槍などでੵۃ的に्を狩ること以֎に、集団で

֫物（大ܕ動物）をいかけ、ྻ状に置された落とし݀にいࠐむ᠘
㇏ㆪ

猟などもߦいまし

た。サキタϦಎ遺跡ではでできたりが出土しており、りもߦわれていたと考えら

れます。しかしながら、ຽ族ྫなどから推ଌすると人ؒがඞ要とするӫཆの多くを小動物

のั֫や木の࣮やࠜࡊの採集によっていたことも想像にくありません。

֫ಘした食料はどのようにして食べたのでしΐうかʁ発掘調査によって火をข
㆟

いた跡を

出することがあります。その中には෩よけのため石で囲った石囲いもあります。にݕ

肉やڕをしてমいて食べたり、ᗉ
ㆎんせい

製やׯし肉を作ったと考えられます。また、遺跡では

মけたがまとまって出土することがあります。こうしたはข
㆟ き ㆳ

火でした後にൽなどで

できた༰器の中にいれお౬をかしࣽࠐんͩり、মけ石の上に木の༿にくるんͩ肉やڕを

第̔図　ࣛ児島県ਔాඌ遺跡の落とし݀
（ࣛ児島県立埋蔵文化財センター2008）

第９図　ম石を用いたࣽਬき
（(.Ϙδンεキー�小野༁1991）
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第10図　大ࡕ府はさみ山遺跡སా地点の住居෮元図
（大ࡕ文化財センター1990）

第11図　܈馬県下৮ڇ෬遺跡の状ブロック
（�馬県埋蔵調査事業団198܈）

第12図　旧石器時代のムラの෮元図
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載せ、土をかぶせてৠしমきにした跡と考えられてい

ます。

ᶅ� ॅ

өըやϚンΨなどでは、旧石器時代人はಎ۸に住む

がඳかれています。օさんの住まれている地域にࢠ༷

ࣗવのಎ۸があるでしΐうかʁどこにでもある地形で

はありませんので、旧石器時代人は؆୯なҠ動ࣜテン

トをݐてて住んでいたと考えられます。地面を大きく

掘削することなどがないためݐ物跡はめったに見つ

かりませんが、大ࡕ府のはさみ山遺跡སా地点から

は、住居跡と考えられる遺ߏが見つかっています（第

10図）。ちなみにསా地点という໊শは、元近మόフ

Νローζಜのསాণさんのࣗݐ設༧定地で見つ

かったことにちなんで໊づけられています。

後期旧石器時代前半に、石器が集中して出土する部

分（集中部、ブロック）が場を囲んでԁ形に分布する

（状ブロック）があります（第11図）。東日本では多く

発見されていますが、日本では２ɼ３ྫしか類ྫが

ありません。これは中ԝの場の周りにテントࣜの住

居がݐてられ、ෳ数の家族からなるムラを形成してい

たূڌと解ऍされています（第12図）。

ᶆ� Γとܳज़ف

旧人以߱の人類は、ऀࢮを埋するようになります。

日本では後期旧石器時代前半の事ྫはありませんが、

後半のはさみ山遺跡སా地点や北海道౬のཬ４遺跡で

石器（石刃）やۄなどの෭をったおุと考えられ

る土
ㆩ ㆓ う

ᆮが見つかっています。貴重なものをऀࢮととも

にることは、ऀࢮのѩౣのҙຯやࢮ後の世քの֓

೦などが生じていたূڌと考えられます。

後期旧石器時代のϤーロッύでは、ϚンモεのἝな

どで人形が作られるようになります。多くはঁੑ像や

動物の形をしていますが、υイπのϗーϨン・シϡタ

第1�図　ϗーϨン・シϡタインシϡタッ
σル遺跡のライΦンϚン
（旧石器時代ࣙయからҾ用）

第14図　大分県岩戸遺跡のίέシ形石製
（東北大ֶ考古ֶ研究会1978）
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インシϡタッσル遺跡から಄がライΦンで体が人の像が出土しており、ۭ想上の動物もݱ

れるようになります（第1�図）。日本では大分県岩戸遺跡でこけし形の石製が出土してい

ます（第14図）。

これもまたϤーロッύの事ྫですが、日本の後期旧石器時代前半と同じ時期に、ௗのࠎ

で作ったフルートが出土しています。フルートにはԻ֊をมえるෳ数の݀が։いており、

をでていたことが分かります。日本ྻ島に住んでいた旧石器人たちもԻָをָしんでۂ

いたかもしれません。

５ɹ࠷ॳのچظޙ石器จԽ

旧石器時代人の道具にはࠎやἝ、木などを用いた石器以֎の道具もありましたが、さ

れていないことが多く、石器がओな研究ରとなります。旧石器時代の研究では、石器の

छ類のみ合わせ（成）や作り方のಛ（ٕ法）などを文化として研究ରとしています。

第15図　日本ྻ島の後期旧石器編年（小ੁ1999）
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日本ྻ島における࠷ॳの後期旧石器文化は、約３万̔ઍ年前͝Ζに始まります。石器に

は台形石器や刃部磨製石斧が含まれることが一ൠ的です。台形石器は槍先につけて狩猟具

としてར用されていました。刃部磨製石斧は刃の部分を中৺に磨いた石の斧で、樹木の伐

採などに用いられた道具と考えられています。磨いて刃を作るٕज़は、日本の刃部磨製石

斧がΞδΞで࠷も古い事ྫですが、ΦーεトラϦΞ大陸では̒万年前以前から使用してい

ました。石斧ではありませんが、同じ時代のே鮮半島でも石を磨くٕज़を࣋っていました。

日本の刃部磨製石斧は後期旧石器時代後半には見られなくなります。

台形石器などのӶい刃がඞ要な石器をイメーδ௨りに作るには、Ӷརなԑลが作れるよ

うҙ図したとおりに割れる石材がඞ要となります。石器にదした石材のない地域では、遠

方からೖखしなければいけません。後期旧石器時代前半には、本भと陸ଓきでなかったҏ

౾ࣣ島のਆ
㆓ う ㆥ

島産の黒曜石が੩Ԭ県まで運ばれていたことが分かっています。海をるة

にある二上ڥ府ࡕ地域ではಸ良県と大ـをしても黒曜石がཉしかったのでしΐう。近ݥ

山周ลで採औされるサヌカイトとݺばれる石材が多く用いられています。

後期旧石器時代前半期の遺跡は台形石器や石斧を含むことも多いのですが、΄かの༷૬

をࣔす石器܈もݕ出されており、一൪ॳめに日本ྻ島にདྷた人ʑがどのような石器文化を

っていたかについては今後の研究のਐలがෆՄܽです。本セミナーでऔり上げます福知࣋

山市稚児野遺跡、京丹後市上野遺跡の発掘調査はこれまでۭന地ଳであった京都府北部の

調査事ྫを૿やしたのみならず、日本にདྷた࠷ॳのݱ生人類の文化を解くカΪになるとࢥ

われます。
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দ౻和人・ా一編ஶ2010『よくわかる考古ֶ』ミωルϰΝॻ

$.+.#BF�FU�BM��0O�UIF�oSJHJO�oG�moEFSO�IVmBOT��ATJBO�QFSTQFcUJWFT.�4cJFOcF�WoM�.�58�Oo.����8�	2017
.

(.Ϙδンεキʕ�小野ত༁1991『ήナευルフʕ氷Տ時代狩猟ຽの世ք』ڵ出൛
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海をྟむ遺跡
京丹後市上野遺跡の発掘調査

公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター

面　ক道

ɹ͡Ίに

上野遺跡は京丹後市丹後ொ上野にある遺跡です。平成27年度から調査研究センターが

発掘調査をߦっています。令和元年度の調査で、約３万̒ઍ年前のチャートとݺばれる石

を打ちܽいて作った石器（写真２）を発見しました。

１．立地とڥ（第１図）

ϲິから上野遺跡一ଳをみると台地がଓいていることݘউ地丹後দ島の一֯をめるܠ

がわかります。この地形は、海؛ஈٰとݺばれる地形で、遠ઙͩった海؛が約12万年前に

のおになったと考えられます。このような地形は、や海といった水࢟在のݱしてىོ

それがある低地かられているため、人ʑが生活しやすいڥであったとݴえます。

２．্遺跡のଯੵڥ

上野遺跡は約12万年前から陸地となっており、その後調査地点は、ۭ中にあるチϦやϗ

ίϦ、あるいは黄砂などの͝くࡉかな砂ཻなどがগしずつではありますがଯੵをଓけ、ݱ

在の状況になっています。このなかには、火山が噴き出すときに生まれるࡉۃかな߭物や

Ψラε片からなる火山灰も含まれています。この火山灰に含まれているΨラε片は、噴火

した山や時期によってҟなったಛがあります。これは上野遺跡で出土した石器の年代を

ܾめるうえで非常に重要です。上野遺跡では、ௗऔ県にある大
ㆠいせん

山が約̒万年前に噴火した

際に噴き上げた火山灰からなる大山倉吉軽石（̙̠̥）層や、約３万年前のࣛ児島にあっ

たカルσラの大噴火で日本中に߱りいͩ姶
ㆀい㇉㆟ん㆖㇏

良丹沢火山灰（̖̩）層が年代ܾ定のܾめखと

なりました。

石器は̙̠̥層と̖̩層のؒにある೪土のような೪りؾのڧい古
㆓ㆩじ㇇う

土とݺばれる土から

出土しました。この古土は、台地の上に߱りੵもったࡉۃかなཻࢠが、い年݄をかけ

京埋セミナー資料No.147 － 45�
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てม化したものです。古土をよくみてみると、い部分と黄色い部分に分けることがで

きます。この色のม化は、地ٿのפஆのࠩをࣔしており、ஆかい時期はい色にפい時期

は黄色くなることが分かっています。

地ٿはஆかい時期（ؒ氷期）とפい時期（氷期）を数万年͝とに܁りฦしていることが知ら

れています。石器は、地ٿ全体がよくྫྷえࠐんͩ࠷ऴ氷期࠷期（-(.）とݺばれるࠒに

できた黄色い土と、ݱ代のީؾにܨがるややஆかい時期にできたい土のちΐうどڥの

あたりから出土しています。

３．্遺跡の石器

石器というとどのようなものをࢥいඳくでしΐうかʁ上野遺跡では、台形石器やڒ
き㇇㆗ㆆん

ԑࣃ

石器とݺばれる道具が出土しています。台形石器はओに動物などを狩るために、ࣃڒԑ石

器はัらえた動物の解体などに用いられたと考えられています。また、道具を作るために

は石をࢥった形に割るඞ要があります。石を割った際に生じるࡉかな石片や使わなかった

破片（Ṟ片など）、割りしたൺֱ的大きな石（石֩など）も道具と一ॹに出土しています。

これらの石器は、上野遺跡で作っていたのでしΐうかʁそれとも、たまたまその場に置き

れてしまったものなのでしΐうかʁ

のਓʑのࠟ跡࣌石器چ．４

日本ྻ島で見つかる後期旧石器時代の遺跡では、他の時代のように地面を掘ってபを立

てたݐ物跡などの遺ߏが見つかることはあまりありません。この時代の遺跡では、石器が

どのように出土するかが時の༷ࢠを෮元する上で重要となります。石を割ると元に散

らばります。つまり、石器のまとまりが見えればその場で石器を作っていたূڌになりま

す。調査では指ఔ度の大きさしかない石器を１点ずつ出土地点とਂさをଌྔし、どのよ

うに出土したのかをهし、石器の分布図を作ります。分布図を見てみると、石器がݶら

れた範囲にまとまっていることがわかります。出土した石器の内༰と合わせて考えると、

やはり上野遺跡で石器を作っていたと考えて題なさそうです。

今回の調査で出土した石器は、150点΄どで点数としてはগない割に、道具として使わ

れたと考えられる石器が多いことがಛとしてڍげられます。このことから、旧石器時代

の人びとが上野遺跡にく在していたというよりも、狩りなどのために一時的にとどま

っていたといえるでしΐう。

５．石Ͳ͔͜ΒӡΕて͖ͨのͰ͠ΐ͏͔ʁ
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出土した石器に使われている石材はओにチャート・మ石ӳの２छ類の石です。その΄か、

黄褐色のۄ
ㆍ㇇ㆎ㆚い

やೈ࣭のྲྀ
㇊㇅う㇂ん

岩、黒
㆓ㆎ㇈う

曜岩（黒曜石）もわずかではありますが出土しています。

このうち、ۄやೈ࣭のྲྀ岩、మ石ӳは火山によって生み出される岩石で、近くにԹઘ

のあるような地域でよく見ることができます。上野遺跡のର؛にはӉԹઘがあることか

ら、遺跡の周ลのや海؛などでरうことができたのでしΐう。さき΄どの３つの石材と

はҟなり、チャートや黒曜岩は遺跡の周りには存在しないことから、どこからか旧石器時

代の人ʑが運びࠐんͩと考えられます。

̒．石材のҠಈ͔Βཱྀ࿏ΛಡΉ

チャートは、丹波ଳとよばれる地ଳにく分布しており、上野遺跡周ลでは野ொのޒ

色浜近（陸࿏約�0ᶳ）やٶ市の岩ୌ口のあたり（陸࿏約�5ᶳ）でチャートを今でもरうこ

とができます。しかし、黒曜岩はΨラε࣭のϚάϚがٸにྫྷえݻまったもので、日本ྻ

島内でも͝くݶられた地域でしかरうことができません。上野遺跡では、黒曜岩に含まれ

ている成分の分ੳから、島ࠜ県ႌにある隠
ㆈ き

岐܈島（海上ڑ150ᶳ）でरうことのできる黒

曜岩であることがわかっています。これらのことから、日本海Ԋ؛地域をりาく際にど

こかでखにೖれ、上野遺跡でキャンプを営んでいたことが想像できます。গし時代が新し

くなりますが、福Ҫ県から石県の日本海Ԋ؛地域にも旧石器時代の遺跡があることか

ら、上野遺跡に石器をした人ʑは北を指してҠ動していたのかもしれません。

̓．Ͳ͏ͬて石器Λつͬͨ͘ʁ

上野遺跡から出土した槍先としてར用された台形石器は、後期旧石器時代のシンϘルと

される狩りの道具として使われた槍先の形にࣅたナイフ形石器とは形の上でҟなったҹ

をडけます。ナイフ形石器はどれもࣅたような形をしていますが、これは一定のルールに

ैってنଇ的に石を割ることによってできた破片を使っているためです。石はछ類によっ

てߗさや割れ方にಛがあるため、形はࣅてはいますが、日本ྻ島の地域͝とに色ʑな割

り方のルールが存在していることが分かっています。

一方、上野遺跡の台形石器の割り方はどうでしΐうかʁまず、石器にされた加工のࠟ

を見てみましΐう。この石器はやや෯の形の破片を使ったものです。一見するとී௨の

石の破片にしか見えませんが、よく見てみると、やや෯がڱい部分のԑにࡉかなṞが確

認できます。これは、ฑなどをணする部分を作り出しているのです。このような加工は

ナイフ形石器にも見られることから、台形石器はナイフ形石器とࣅたようなػをもって

いたことが想像できます。
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。に、ૉ材となった石の破片と破片をऔりऴわったあとの石について見てみましΐう࣍

上野遺跡で出土している石の破片はどれもੇ٧まりで小さなものばかりです。また、破片

をऔりऴわったあとの石は、サイίロのような形になっています。先΄ど、ナイフ形石器

の作り方についてগしड़べましたが、ܾまった形の石の破片を作り出すにはきちんとした

खॱを౿んで割らなければ、ૂった形の破片にはなりません。つまり、ܾまった形の破片

をはがしऴわった石も破片と同༷にܾまった形にならなければなりません。ですが、上野

遺跡で出土している石の破片は、ੇ٧まりで小さいということぐらいしかڞ௨点がありま

せん。また、破片をऔった石も色ʑな方からୟかれているࠟ跡に෴いつくされています。

つまり、上野遺跡で石器を作った人ʑは、ܾまったखॱで同じような石の破片を作り出す

ことをૂっていないことがわかります。どちらかといえば、ख࣋ちの石をとにかく割って、

破片の中から使えそうなものをरいͩすというۃめてႢಹ的な石器の作り方をしていると

いえます。

͓ΘΓに͔͑て

上野遺跡の発掘調査によって、日本国内では類ྫのগない後期旧石器時代前半期の海؛

ஈٰ上に立地する遺跡の資料をಘることができました。また、小さな破片ではありますが、

隠岐܈島の黒曜岩が出土したことにより、今までに想定されていたよりも山ӄ地方から丹

後地域にかけてのい範囲で人ʑがҠ動していたことがわかりました。石器の作り方につ

いては、গなくともܾまった形の石の破片を作り出す、ナイフ形石器を作るٕज़とはҟな

ることが指ఠできます。作り方のҧいがそのまま時期ࠩになるかといえば、しいとこΖ

ですが、上野遺跡の石器作りはやや古いٕज़にあるようにࢥわれます。しかし、ナイフ形

石器と上野遺跡のような石器が同時に存在するྫもใࠂされていることから、今後、近ـ

地方のみならず同時期の遺跡とൺֱݕ౼し、上野遺跡の࣮ଶによりഭっていくඞ要がある

でしΐう。

ݙ考文ࢀ

旧石器文化談会2007　『旧石器考古ֶࣙయ』　ֶ生社

అོ2009　ʮ旧石器時代Ψイυブックʯ『シϦーζʮ遺跡にֶぶʯผ』　新ઘ社

Ҵా司・౻ࠤ೭（編）2010　ʮ旧石器時代（上）・（下）ʯ『ߨ座日本の考古ֶ』1・2　੨木ॻళ
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第１図　上野遺跡の位置（１�25,000　国土地理Ӄج൫ใより作成）

第２図　上野遺跡トϨンチ置図
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写真１　石器の出土状況

第３図　石器分布図

写真２　チャート製の石器

台形石器

ണ片石器

石֩
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台地の遺跡
福知山市稚児野遺跡の発掘調査

公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター

黒坪一樹
１．発掘の経緯

稚
ち ご の

児野遺跡は、国道９号線の改良工事に先立つ調査でみつかりました。もともと、縄文

時代から平安時代の遺物散布地として知られていました。そして令和元年度から始まった

発掘調査で、およそ1,200点の石器が出土し、稚児野遺跡は約３万年以上前の後期旧石器時

代前半期のムラ・キャンプ地であることがわかりました。

２．遺跡の立地

稚児野遺跡は、丹波山地の北端に位置し、小高い台地上に位置し、周囲を山に囲まれて

います。全国的に旧石器時代の遺跡はこうした小高い台地上にあります。そして、日本海

側の丹後地域や但馬地域にも近く、いわば内陸部と海浜部の中継地点にあります。

３．地層について

地面を掘り下げた結果、石器は地表面から約50cm下の黄褐色土から出土しました。こ

の層のすぐ上は、約３万年前に噴火した姶良丹沢火山灰（AT）層を含む暗褐色土です。こ

れにより石器の年代が今から３万年以上前とわかったのです。さらに下層で、上野遺跡で

も確認された大山倉吉軽石（DKP）層も確認できました。

４．石器の種類と石材

約1,200点の石器には、道具として使用されたものと、石器作りの際に出た大小の破片

（石くず）があります。道具として完成した石器は十数点です。道具としての石器には、

狩猟のため槍先に使用されたナイフ形石器、木や動物の肉などを加工するための刃物類

（削
さ っ き

器・掻
そ う き

器）、伐採具である刃
じ ん ぶ ま せ い せ き ふ

部磨製石斧などがあります。ナイフ形石器は３点あり、こ

れらは北関東地方や東北から北陸地方の影響がうかがえるものです。刃部磨製石斧とは、

先端の刃部のみを磨いた斧形石器です。３万年より時代に出土する石器の代表格です。木

京埋セミナー資料No.147 － 454
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の伐採の他、動物の解体などに用いられました。

石器の使用石材には、サヌカイト、チャート、シルト岩、花崗岩、砂岩、黒曜石があり

ます。サヌカイトと黒曜石は産地がそれぞれ二上山と隠岐島、非常に遠い所から運ばれて

います。これらがもたらされたルートとして、瀬戸内海と日本海を低い分水嶺で結ぶ氷上

回廊が考えられます。

５．石器の分布～生活の解明に向けて

石器は、調査地全体に同じ密度で分布しているわけではありません。石器がまとまって

分布する範囲を集中部（ブロック）といい、そうしたブロックが９か所見つかりました。ブ

ロックとは石器づくりのために打ち割られ、飛び散った破片が集中する範囲を指します。

石器を作った場所であると考えられています。

今後、これら大小の多数の石器片を接合関係を調べる作業はとても重要です。石器の接

合関係が頻繁に認められれば、９か所のうちのどれが同時に存在していたかを推察できま

す。仮に１集中部１家族として、同時に営まれた集中部の数がわかれば、１家族４〜５人

としておよそ何人くらいのムラ・キャンプ跡なのかわかってきます。さらに、テント状の

ものとされる住居や、食糧の調理場（火処）の設定も大きな課題です。今回の発掘調査は、

３万年前の旧石器時代社会を読み解くための貴重な発見といえます。

写真１　石器の出土状況 写真２　刃部磨製石斧（左）とナイフ形石器
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第１図　旧石器時代の集落生活の想像部（鈴木忠司編1982『野沢遺跡』より転載）

第２図　兵庫県北部の鮮新世〜更新世火山岩類の分布と旧石器時代遺跡

（山口卓也2021『兵庫考古』第18号掲載図に加筆）
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座談会　メモ
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